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き
し
ま
し
た

青木 公男さん（大久保・外内）
（質問）避難生活も 4 年が経とうとしています。
村内に土地・建物を残しながら避難先に住宅を
求めた場合、避難指示解除後には、固定資産
税が双方にかかってしまうのでしょうか。村が
どういう対応を考えているか教えてください。

佐藤 彩香さん（前田）
（質問）全村避難が続く中、村は子どもたちを大
切にしていると思います。ですが、子どものいな
い若い家庭や、独身の人に対してはどうでしょう
か。これから村を支えていく世代への支援につい
て、村の考えを教えてください。

（回答）一般的に、複数の市町村に土地・建物を所有していれば、それぞれに
固定資産税が課税されます。
　現在、飯舘村は原発事故による避難指示区域に指定されていることから、村
内で操業をしている事業所・個人を除き、ほとんどの方の土地・建物の固定
資産税が免除されています。今後、村の避難指示が解除されれば固定資産税も
課税されることになり、村に土地・建物を残しながら村外にも取得された方は、
双方に税金を納めていただくことになります。村の固定資産税の課税時期につ
いては、避難指示の解除時期にもよるため、現時点では未定です。
　なお、村外に土地・建物を取得された場合、固定資産税のほかに登記時の印
紙税や登録免許税、不動産取得税も課税されますが、これらについては減免の
制度があります。減免の条件や申請に必要な書類など詳しくは、最寄りの法務
局（印紙税・登録免許税）、福島県各地方振興局県税部（不動産取得税）、各市
役所・町村役場（固定資産税）へお問い合わせください。

（回答）原発災害からの復興のため、まず必要なのは除染です。特に若い方は線
量に敏感であると思います。村では、除染の徹底と、その後の放射線管理・情報
公開をしっかり行うよう国に対し求めています。村独自にも除染結果をガンマカ
メラで検証し、帰村後できるだけ安心して村に暮らせるよう対策を考えています。
　また、放射線の正しい知識を学ぶため、リスクコミュニケーションやかわら版「道
しるべ」の発行のほか、健康面ではホールボディカウンタによる内部被ばく検査
も行っています。これらは今後も継続して行っていく考えです。
　村を支える世代という観点からは、若い方が多く村内で働けるような支援も大
切です。その一つに、村では、避難当初から村内事業所の継続操業を、避難後は
中断した村内事業所の再開を国に働きかけ認めてもらいました。その結果、今も
多くの若者が避難先から通いながら、仕事に汗を流しています。今後もさまざま
に支援し、若者の働く環境づくりを進めていきたいと思います。
　さらに、住まいの問題も重要です。村では復興住宅や村営住宅の建設も進めま
すが、すぐには帰れない若者のためにも、永久は難しくとも、家賃補助の継続を
国に要望し、今後の生活の見通しが立てられるようにしていきたいと考えています。
　子どものいない若い家庭、独身者への支援ということでは、非常に多様な支援
が考えられると思います。ここで全てはお答えできませんが、みなさんと一緒に
考え、またお手伝いをいただきながら、なるべく多くの若者が村に暮らす、また
は村と関わって生活してもらえるよう検討を進めていきます。

氏　　　名 年齢 行 政 区

山　下　ハルヨ 95 大倉
今　野　秀　子 89 上飯樋
永　井　ミツ子 100 関沢
山　口　ハツ子 86 小宮
佐　藤　クニ子 71 前田・八和木
髙　橋　妙　子 74 小宮

人口　　 今   月（前月比）  　昨年同期
男	 2911	（－1）	 2919
女	 2998	（±0）	 2998
計	 5909	（－1）	 5917

世帯数	 1622	（－2）	 1650

（平成 26 年 12 月１日現在）
ひとの うご き 11月１日～ 30 日までの

◆◆◆ 人口動態 ◆◆◆

転入	 4 人
転出	 4 人
出生	 3 人
死亡	 4 人

（平成22年国勢調査に基づき増減された人口）

ご冥福をお祈り申しあげます

いつまでもお幸せに

すくすくと元気に育ってね

氏　　　名 出 身 地

齋　藤　守　夫 深谷
菅　野　由美子 二本松市

（11月21日から12月15日までに届け出のあったものを掲載）
※この欄に掲載を希望しない方は、届出のときに住民係へ申し出てください。
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取
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ん
だ
ど
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な
く
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っ
た
ん
だ
ど
。
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菅　野　碧
あお

　人
と

 くん 昭生・律子 長泥
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かい

　士
じ

 くん 翼・紫歩 臼石

泉　　　琉
る

煌
き

弥
や

 くん 裕忠・かおり 長泥

髙　野　里
り

　奈
な

 ちゃん 尚重・香純 飯樋町

ら
い

せ
つ

ぶ
ん

ゆ

広
報
い
い
た
て
12
月
号
の
記
事
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

４
ペ
ー
ジ「
第
31
回
い
い
た
て
村
文
化
祭
」の
記
事
の
写
真
の
説
明
に

「
大
蔵
の
神
楽
」と
あ
り
ま
す
が
正
し
く
は「
大
倉
の
神
楽
」で
す
。

訂
正
し
、
関
係
者
の
皆
様
に
心
よ
り
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

〈
お
詫
び
と
訂
正
〉
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